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　1．はじめに

　木質物や未熟木質堆肥を多量に土壌に施用した場合，

しばしば施用資材の含有成分に起因する植物の著しい

生育阻害が観察される1）～5）。この原因物質として，

テルペン類，樹脂成分，フェノール性物質群が挙げら

れているが5），6），阻害成分の性状について十分に解明

されてはいない。そこで本報では，数種の主要な針葉

樹樹皮の逐次抽出物をコムギに直接施用し，生育阻害

の有無および生育阻害物質の性状について検討した。

　なお，本報告は第33回日本木材学会大会（昭和58年

4月，京都市）で発表したものであり，詳報は木材学

会誌に投稿中である。

　2．実験

　2．1　培養土の調製

　カラマツ，トドマツ，エゾマツ，スギ，ヒノキ樹皮

（24－80メッシュ）をn－へキサン，エーテル，アセト

ン，メタノール，熱水の順に逐次抽出した。各々の抽

出物を収量に基づき湿潤樹皮（水分60％）換算で，5

トン／10アール（畑作施用限度量）および50トン／10

アール（鉢物標準施用量）の2通りの施用水準でバー

ミキュライトに添着した。なお，耕起深度は20cmとし

た。さらに，所定量の水（バーミキュライト100mlに

つき50ml）を加え培養土を調製した。
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　2．2　幼植物検定

　一昼夜暗所で発芽させたコムギ（品種ホロシリ）を

培養土に植栽し，恒温恒湿室内（温度，25℃；相対湿

度，85％），1日当たり12時間の人工照明下（3，000ル

ックス）で4日間生育させ，根長および第1葉長を測

定し，コントロールを100とした場合のそれぞれの生

長指数を求めた。なお，一試料に供した個体数は20で

ある。

　3．結果と考察

　幼植物検定結果を表に示す。

　5トン／10アール施用水準では，カラマツ，スギの

アセトン抽出物，カラマツ，トドマツのn－へキサン抽

出物に阻害作用は見られるが，大半は明らかな病徴を

欠いていた。しかし，50トン／10アール施用水準では，

各樹種ともに広範な根の褐変が観察され，熱水抽出物

を除くほとんどすべての抽出物に明らかな阻害性が確

認された。本試験はコムギの芽ばえ時のものであり窒

素飢餓による阻害は排除しうる。したがって，観察さ

れた生育障害はすべての供試樹皮中に植物生育阻害物

の存在を示唆するものである。

　そこで，供試樹皮中の阻害成分の性状を明らかにす

る目的で，フェノール性物質の検索を行った。その結

果，n－へキサン抽出物は各樹種ともにフェノール性物
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a ） Ⅰ：5 トン／10アール樹皮施用 ；Ⅱ ：50 トン／10 アール樹皮施用。

b ） R ：根長生長指数（％）；L ：第一葉長生長指数（％）。

質を含有 しておらず，その阻害性はテルペン類に起因

するものと推定される。エーテル抽出物は，その薄層

クロマ トグラムから，多種の低分子フェノール類の存

在が確認されたものの，なおかなりの樹脂様成分を含

有しており，また植物生育阻害物質として報告されて

いる芳香族カルポン酸類5l 7）が検出されなかったこと

から，その阻害性起因物質を明らかにするまでには至

っていない。生育試験結果から，特にカラマツ材で顕

著に現れたが， アセ トン，メタノール抽出物の阻害性

が大きく， これらの抽出物の化学組成を明らかにする

目的で， 全ポ リフェノールおよび タンニ ン量をそれぞ

れF o lin－D en is 法81 L b w en th a l 法9）で定量 した。

その結果，阻害作用が著 しいカラマツ，スギのアセ ト

ン抽出物では，その組成の大半をポリフェノール類（ポ

リフェノール類の約 9割がタンニン）が占め，またカ

ラマツ，エゾマツのメタノール抽出物もその組成の約

6 ～ 7割がポリフェノール類（ポ リフェノール類の約

3 ／4 がタ ンニ ン）であ ることが明 らか とな り， タンニ

ンの阻害性が極めて大きいことが実証された。

なお，本研究で供試したすべての針葉樹樹皮中に植

物生育阻害成分の存在が認められ，また数種の広葉樹

樹皮についても同様の結果10）を得ていることから，A 11i－

s 。n ら2）や L un d ら3）の生育阻害物質を含む樹種はど

く一部（D 特定なものとする見解は妥当性に欠 くと思わ

れる。
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樹　　　 種 施用 水 ぜ ）
n －ヘ キサ ン エ　 ー　 テ　 ル ア　 セ ト　 ン メ タ ノ ー ル 熱　　　 水
抽　 出　 物 抽　 出　 物 抽　 出　 物 抽　 出　 物 抽　 出　 物

R 切　 L b） R b）　 ピ ） 1ib）　 J ） R b）　 J ） R b）　 ピ ）

カ　 ラ　 マ　 ツ
Ⅰ 88　　 100 100　　　　 97 王；9　　　 83 93　　　 95 104　　 101

Ⅱ 49　　　　 84 38　　　 52 5　　　　 9 9　　　　 20 97　　 104

ト　 ド マ　 ツ
Ⅰ 8 3　　　　 90 94　　　 92 1（）6　　　　 9 8 1＿08　　　 96 118　　 103

Ⅱ 25　　　 5 1 36　　　 48 汚1　　　 84 73　　　 8 1 132　　 106

エ ゾ マ　 ツ Ⅰ 94　　　　 9 5 105　　 100 1（）2　　　 93 110　　　 93 117　　　　 99

Ⅱ 37　　　　 70 59　　　　 76 ′74　　　 76 38　　　 50 93　　　　 97

ス　　　　 ギ
Ⅰ 98　　　　 93 110　　　　 9 5 ′78　　　　 86 96　　　 89 10 1　　　 98

廿 77　　　　 84 52　　　 7 3 6　　　 12 59　　　　 7 1 99　　　　 98

ヒ　 ノ　 キ
l 93　　　　 97 111　　　 97 1二10　　　　 94 116　　 102 109　　 100

Ⅱ 53　　　　 79 68　　　 8 3 ‘10　　　　 64 114　　　　 92 1 15　　 103


